
重点目標

 

目標 現　　状 評価項目 達成度 次年度の課題と改善策

・総合農学科の過去
5年（H30-R4年）の
入学者数の平均は定
員55人に対して39.4
人である。(充足率
72％)

・入学生確保のた
め、R4からアグリビ
ジネス科のカリキュ
ラムを刷新（定員5
人のところ、7人が
入学）

・入学志願者等の要
望を受け入れ、令和
４年度から「全寮
制」を撤廃

・入学生確
保の取組み

Ａ
Ａ
Ａ

Ａ
Ｃ
Ａ
Ａ

〇次年度の課題
　①総合農学科の定員数に対する充足率
　　の向上
　②アグリビジネス科の継続的な学生確保
　③魅力ある学校づくり
〇改善策
　①受験生確保対策活動の励行
　　・学校訪問の継続実施
　　・高校ガイダンスに対する完全対応
　　・オープンスクールの継続実施
　　・就農啓発講座の継続実施
　　・学校見学の積極的な受入れ
　②関係機関との連携(情報交換)
　　　研修課程受講者への働きかけ
　　・農業担い手支援塾生　等
　　新たな拠点法人候補経営体の確保
    拠点法人紹介資料の作成
　③農業DXを強化したカリキュラム

・農業大学校の存在
や教育内容が農業関
係者以外には十分に
知られていない。

・広報活動
の取組み

Ｄ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

〇次年度の課題
　①農業大学校の広報活動の強化
　　・地域住民へのアピール
　　・活動成果のアピール

〇改善策
　①援農活動やボランティアへの参加
　　校外実習等篤農家との交流活動実施
　　各関係組織との交流促進
　　・青年農業者組織等　　・ОＢ　等
　②学校ＰＲの強化
　　学校パンフレットの見直し充実
　　ホームページの充実
　　校外メディアの有効活用
　　農大市等の実施
　　校外コンテストへの積極的参加

達成度：　Ａ＝100％以上達成、　Ｂ＝100未満～80％以上、　Ｃ＝80未満～60％以上、　Ｄ＝60％未満

外部評価

１

入学生の確保

・総合農学科
の定員数に対
する充足率の
向上

・新たなアグ
リビジネス科
のPRによる受
験者の確保

○具体的方策
・高校訪問の実施
・オープンスクールの開催
・高校ガイダンスへの参加
・新アグリビジネス科のPR
・農業大学校のイメージ把握

○評価指標
・高校訪問数（30校以上）
・オープンスクール等の開催回数（1回以上）
・高校ガイダンス参加率(100％)
・新アグリビジネス科
　　　　協力法人数（30法人以上）
　　　　入学志願者数(５人以上)
・総合農学科新入生定員充足率（80％以上）
・学生確保に向けたアンケートの実施（高校進
  路指導の先生を対象）　1回
 
　農業大学校の

教育内容、成
果等の周知

・即売市（農
大市）の円滑
な開催による
地域住民への
アピール

・校外活動の
積極的な実施
と成果アピー
ル

○具体的方策
・即売市（農大市）の開催
・ホームページ等を活用したＰＲ活動
・学校パンフレットの更新・配布
・各種メディアを活用したＰＲ活動

○評価指標
・即売市の開催回数（30回以上）
・校外農産物即売イベントの開催 (１回以上)
・ホームページ更新回数（100回以上）
・学校パンフレットの更新・配布　(1回)
・各種メディアを活用したＰＲ（５事例以上）
　
 
　

　　　令和４年度　　愛媛県立農業大学校評価システムシート　　　　　　　　　　

１　情報発信等による入学生の確保
２　就農率の向上
３　学校環境の整備と学生の学習意欲の喚起
４　社会人農業教育の充実

課　　題

〇  農業に携わる者としての自覚を持ち、農業に取り組む自信と誇りを醸成する。
〇  農業経営・農家生活に必要な専門的な知識、高度な技術及び幅広い教養を備え
　　た人材を養成する。
〇  地域農業のリーダーに必要な判断力、企画力、マネージメント力を養成する。
〇  社会情勢の変化に対応できる視野と創造力・適応力を養成する。

教育方針

具体的方策及び評価指標



目標 現　　状 評価項目 達成度 次年度の課題と改善策

達成度：　Ａ＝100％以上達成、　Ｂ＝100未満～80％以上、　Ｃ＝80未満～60％以上、　Ｄ＝60％未満

学生に対する
就農支援

・法人就農を
含む、卒業生
の就農率の向
上

・農業関連就
職率の向上

・本校の就農率は、
全国平均を下回って
おり、R3年度の全国
平均が55.2％であっ
たのに対し、本校は
40.4％であった。

・近年、学生の非農
家出身割合が高く
なっており、卒業生
の就農率向上のため
には、法人就農を主
とした雇用就農率の
拡大を如何に図るか
がポイントとなって
いる。(令和４年度
在校生非農家出身者
79％)

・平成24年度に創設
された「農業次世代
人材投資事業（準備
型）」制度の利用推
進により、更なる学
生の就農率向上に有
効活用する必要があ
る。

・就農率向
上のための
取り組み

○具体的方策
・早期の個別進路相談による学生の意向把握
・農業生産法人とのマッチング会の実施
・校外実習、体験実習等による先進農家や法人
　経営と学生の交流活動推進
・就職対策支援(研修・説明会等の実施)
・各種資格取得支援
・農業次世代人材投資事業の活用支援
・各普及拠点との連携強化

○評価指標
・就農率　　　50％以上
・農業法人への就職率
（総合農学科卒業生の30％以上）
（ｱｸﾞﾘﾋﾞｼﾞﾈｽ科卒業生100％（自営者を除く））
・就職対策等特別講義の開催数 （20件以上）
・資格試験合格率
　　危険物取扱者資格（乙種４類）　40％以上
　　毒物劇物取扱者資格（農業用品目）
　　　　　　　　　　　　　　　　20％以上
　　日本農業技術検定（３級）75％以上
　　　　　　　　　　（２級）20％以上
　　日商簿記（３級）　45％以上
・校外実習等援農活動も含めた農家と学生の交
　流企画実施回数 （20回以上）
・インターンシップ実施者数　(10人以上)
・農業次世代人材投資事業実施希望学生の事業
　採択率（80％以上）

Ａ

総Ａ
アＣ

Ｂ
危Ｄ

毒Ｃ
3級Ａ
2級Ｄ
簿Ｂ
Ａ

Ａ
Ａ

〇次年度の課題
　①卒業生の就農率の向上
　
〇改善策
　①法人就農支援の充実
　　・農業法人との連携強化
　　　　法人マッチングの継続実施
　　　　インターンシップ活動の推進
　　　　校外実習等の推進
　　　　実習協力新規法人の開拓
　　・関係機関等との連携強化
　　　　法人協会
　　　　普及拠点
　　　　えひめ農林漁業振興機構
　　　　ＪＡ
　　　　後継者組織
　　　　ОＢ　等
　　・学生のスキルアップ支援
　　　　資格取得カリキュラムの推進
　

２

外部評価具体的方策及び評価指標課　　題



目標 現　　状 評価項目 達成度 次年度の課題と改善策

・学校生活におい
て、学生個々のメン
タルケア及び健康管
理指導が重要となっ
ている。

・学校対応
に対する学
生の満足度
 
・施設整備
や学生対応
の実施状況

Ａ

Ａ
Ａ

〇次年度の課題
　①施設の老朽化対策
　②通学生への対応
　③学生のメンタルケアと感染症予防対策

〇改善策
　①老朽化施設の随時修繕
　②学生のニーズの把握に基づく備品整
　　備
　　・通学方法の見直し
　　・自動車利用許可の検討
　　・校内駐車場確保の検討
　③カウンセリング活動の実施
　④健康管理の啓発活動の実施

・普通科高校出身者
は、入学当初の農業
に関する知識が低
い。
(令和４年度総合農
学科における、普通
科高校出身者割合
23.5％　)

・時代に対応した新
たな知識や技術を学
ばせる必要がある。

・農業の基
礎知識の理
解度と授業
等に対する
学生の満足
度

・学生の学
習意欲喚起
のための取
り組み

Ｂ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
Ａ

〇次年度の課題
　①学習意欲の啓発と基礎学力の向上
　②アグリビジネス科の
　　　　　　カリキュラムの円滑推進
　③先進農家農家体験実習の見直し

〇改善策
　①農業概論の講義内容の徹底
　　入学前学習の強化
　　新たなカリキュラム検討と授業内容の充
実
　　・生産物海外輸出の実践教育の実施
　　・最先端技術に対応した授業の実施
　➁オーダーメイドカリキュラムの
　　　　　　　　　　　　　実践と検証
　➂実習受入農家や協力機関との連携強
　　化
　　実習の実施方法の見直し
　　・受入農家の実態把握
　　・ホームステイにこだわらぬ実施の検討
　　・新規受入れ農家の発掘
　④農業DX関連授業の実施

達成度：　Ａ＝100％以上達成、　Ｂ＝100未満～80％以上、　Ｃ＝80未満～60％以上、　Ｄ＝60％未満

具体的方策及び評価指標 外部評価

学生の学習意
欲向上の喚起

・授業内容の
充実

・校外学習の
機会拡大

・学生個々の
特性に合った
サポートの実
施

○具体的方策
・入学前学習の強化と基礎知識学力の指導
・学生アンケートによるニーズの把握
・最先端技術に関する課業内容の実施
・課業・実習関係施設・機械の整備
・農業関連技能講習・教育のカリキュラム化に
　よる受講推進

○評価指標
・総合1年の農業概論平均点　　(75点以上)
・学生アンケートの授業関係満足度
　　普通以上　　(70％以上)
・ＧＡＰ認証の継続(１事例)
・スマート農業関連授業の実施継続　(1事例以
　上)
・６次化関連事業の実施継続　(1事例以上)
・計画に基づいた学習関連施設・機械等の整備
（３件以上）
・学生の希望図書の整備（農業電子図書館の活
　用）
・農業関連技能講習・教育等実施件数(10件以
　上)
・「有機農業」関連授業の実施　(１事例以上)
・農業DX関連授業の実施（1件以上）

３

学生のニーズ
に即した学校
環境の整備と
学生のメンタ
ルケア

・学生の学習
意欲の醸成

・教育施設等
の改善

・感染症対策
による課業等
の円滑な実施

課　　題

○具体的方策
・学生アンケートによるニーズの把握
・スクールカウンセラーの設置とカウンセリン
　グの実施
・健康管理指導の実施

○評価指標
・学生アンケートの学生支援・施設整備関係満
　足度普通以上　　(70％以上)
・カウンセリング実施回数　　(20回以上)
・健康管理に向けた啓発（５回）



目標 現　　状 評価項目 達成度 次年度の課題と改善策

達成度：　Ａ＝100％以上達成、　Ｂ＝100未満～80％以上、　Ｃ＝80未満～60％以上、　Ｄ＝60％未満

〇次年度の課題
　①研修メニューの充実
　②受講生の掘り起こしと就農率の向上

〇改善策
　①ニーズに合ったカリキュラムの実施
　　　農業DX公開講座の開催
　②普及組織との連携の強化
　　塾生に対する就農関連の情報提供
  ③農業機械士技能認定者の確保を評価
    指標に追加

・受講者数

・受講者の
満足度

・受講者の
就農率

Ｂ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ａ

外部評価具体的方策及び評価指標

４

社会人教育
の充実

・受講生の掘
り起こしと就
農率の向上

・研修メュー
の充実

・新規就農者や就農
予定者を対象とする
「農業担い手支援
塾」は30回、就農を
考える一般県民を対
象に「えひめ農業入
門塾」は10回、定年
退職者等を対象とし
た「熟年農業者養成
講座」は10回、年間
それぞれ実施してい
る。

・平成29年度から開
講していた「農業経
営高度化塾」を令和
３年度に研修メュー
を更新し、「農業革
新挑戦塾」を年間13
回実施している。

課　　題

○具体的方策
・ＨＰ、県広報に掲載するとともに、地方局や
　市町と連携し,受講者を募集
・書類審査で就農意欲の高い受講者を選考
・関係機関と連携し、就農に必要な知識等が習
得できるカリキュラムを編成
・先進的なスマート農業関連の実習・視察の実
施
・普及との情報共有による就農支援
・受講者アンケートの実施
・農業革新挑戦塾のリモート講座の試行
・就農啓発講座の見直し（次年度に向けた検
　討）

○評価指標
・農業担い手支援塾受講者数　(20人)
・えひめ農業入門塾受講者数　(40人)
・熟年農業者養成講座受講者数　(10人)
・農業革新挑戦塾受講経営体数　(10経営体)
・受講者の満足度　(80％以上)
・入門塾修了者の就農率　(45％以上)
・支援塾修了者の就農率　(80％以上)
・農業革新挑戦塾修了者の経営計画書策定数
　(10)
・就農啓発講座の対象者に社会人も含めた開
　催計画樹立


